
第66号第66号

株式会社ニチコミ

（1） 平成 30年 7月 15日

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

総

会

開

催

　

5
月
11
日
︵
金
︶、
区
役
所
3
階

大
会
議
室
に
て
城
南
区
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
総
会
を
開
催
し
、
各

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
な
ど
54
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
山
本
会
長
よ
り
「
城

南
区
シ
ニ
ア
連
で
は
、
特
殊
詐
欺

に
遭
わ
れ
た
と
い
う
方
を
聞
か

ず
、
作
品
展
の
入
賞
者
は
80
歳
以

平
成
30
年
度 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

上
の
方
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
も
皆

様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
幅
広
い

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

休
憩
時
間
に
は
区
地
域
保
健
福

祉
課
の
方
よ
り
、
よ
か
ト
レ
体
操

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
っ
た
ほ
か
、

実
際
に
体
操
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
昨
年
度
総
会
に
引

き
続
き
、
鳥
飼
校
区
の
諸
岡
政
義

氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
29
年
度

事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告
、
30
年
度

事
業
計
画
︵
案
︶、
収
支
予
算

︵
案
︶
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案

を
滞
り
な
く
承
認
・
可
決
し

ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
は
、
今
年

度
の
新
役
員
の
紹
介
が
1
人

ず
つ
あ
り
ま
し
た
。
城
南
区

シ
ニ
ア
連
で
は
、
今
年
度
も

皆
様
の
生
活
を
豊
か
に
す
る

活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

誰もが楽しめる
 魅力的なクラブへ

平成30年度　重点目標

１ 高齢者の健康づくり、生きがい
づくり、仲間づくり事業の推進

２ 会員増強運動の推進
 （５カ年計画の５年目）



（2）第 6 6 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
る
城
南
区
へ

城
南
区
長 

梶
原
　
信
一

強
い
自
主
・
自
立
・
共
助
の
精
神
を

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

会
長
　
山
本
　
嚴

　

盛
夏
の
候
、
城
南
区
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
、

区
政
の
推
進
や
各
種
事
業
に

ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、

　

盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
元
気
に

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
29
年
度
に
実

施
し
た
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
会
員
の

方
々
に
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
全
て
盛
会
の
う
ち
に
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
区

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
演
芸

大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
大
会
の
開
催
や
友
愛
訪
問

活
動
の
実
施
な
ど
、
高
齢
者

の
方
々
が
元
気
に
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、

深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

福
岡
市
で
は
、人
生
1
0
0

年
時
代
の
到
来
を
見
据
え
、人

生
1
0
0
年
時
代
を
楽
し
み

喜
べ
る
未
来
を
目
指
し
て
、個

人
の
幸
せ
と
持
続
可
能
な
社

会
を
両
立
で
き
る
よ
う
な
モ

デ
ル
を
実
現
し
て
い
く
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
福
岡
1
0
0
」に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

城
南
区
に
お
き
ま
し
て
も
、

健
康
長
寿
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

事
業
の
推
進
や
認
知
症
に
対

す
る
取
組
み
な
ど
に
よ
り
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
と
と
も

に
「
豊
か
な
暮
ら
し
が
あ
る

ま
ち
・
城
南
区
」
を
目
標
に
「
共

創
」
の
理
念
の
下
、
地
域
と

行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
り
、

大
学
、
企
業
な
ど
関
係
の
皆

様
と
と
も
に
地
域
で
支
え
合

う
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
と
い
た

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
、
城
南
区
の
ま
ち
づ
く

り
に
皆
様
の
豊
富
な
知
識
と

ご
経
験
を
生
か
し
て
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
城
南
区
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
か
ら

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

長
を
は
じ
め
、
城
南
区
役

所
、
城
南
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支

援
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ま

た
、
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
役
員
な
ら
び
に
単

位
ク
ラ
ブ
会
長
・
女
性
部
長

の
皆
様
の
ご
尽
力
の
賜
物
と

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、

先
輩
方
の
努
力
に
よ
り
、
高

齢
者
の
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
場
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
と
お
し
て
仲

間
づ
く
り
を
行
い
、
孤
立
す

る
こ
と
な
く
地
域
で
支
え
合

う
基
盤
を
つ
く
り
あ
げ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
は

少
子
高
齢
化
の
進
展
と
と
も

に
、
地
域
社
会
で
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
関
係
の
希
薄
化
や
高

齢
者
の
孤
立
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
出
て
き
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
処
し
て
い

く
に
は
、
地
域
の
高
齢
者
の

団
体
で
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
が

活
性
化
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
創

立
の
基
礎
で
あ
る
高
齢
者
自

ら
が
お
互
い
に
助
け
合
う

「
自
主
・
自
立
・
共
助
」
の

精
神
が
よ
り
必
要
と
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

全
国
的
に
会
員
や
ク
ラ
ブ
の

減
少
が
続
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
度
よ
り
₅
カ

年
計
画
と
し
て
「
1
0
0
万

人
会
員
増
強
運
動
」
の
推
進

を
展
開
し
て
お
り
、
区
老
連

を
は
じ
め
、
校
区
老
連
、
単

位
ク
ラ
ブ
が
一
丸
と
な
り
、

会
員
増
強
運
動
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

城
南
区
老
連
で
は
今
後
と

も
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
い

き
い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
目
指
し
て
、
様
々

な
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
活
力
の
あ
る
、

魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く

り
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
は
、平
成
30
年
度
も「
仲

間
づ
く
り
」
や
「
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
活
動
」
を
は

じ
め
、
地
域
社
会
や
関
係
機

関
と
の
連
携
を
行
い
、
諸
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

会
員
の
皆
様
の
今
後
ま
す

ま
す
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。



（3） 第 6 6 号  ふ れ あ い

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

4

5日（木）会計監査 会長・会計・監事 城南区役所審査会室

6日（金）校区女性部長会 会長・副会長
校区女性部長 城南区役所大会議室

10日（火）第1回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

5

7日（月）三役会 会長・副会長等 城南区役所審査会室

11日（金）
第2回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

総会 単位クラブ会長
校区女性部長 城南区役所大会議室

17日（木）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所審査会室

23日（水）市）第44回老人クラブ  
     通常総会

単位クラブ会長・
校区女性部長 福岡市民会館

6
5日（火）第3回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

7日（木）囲碁・将棋大会 高齢者 城南市民センター会議室

7

3日（火）第4回運営委員会 運営委員 城南区役所小会議室

9日（月）演芸大会 高齢者 城南市民センター

15日（日）広報紙「ふれあい」
第66号発行 会員等

26日（木）市）囲碁・将棋大会 区代表 市民福祉プラザ
601・602

8 3日（金）第5回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

9

3日（月）市）第56回高齢者
　 保健福祉大会 市高齢者 福岡市民会館

4日（火）
第 6 回運営委員会 運営委員 城南区役所中会議室

単位クラブ
リーダー研修会 

単位クラブ会長・
校区女性部長 城南区役所中会議室

11日（火）市）健康づくりリーダー     
     研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ501外

13日（木）グラウンド・ゴルフ
代表者会議

会長・副会長・
体育部会員等 城南区役所小会議室

15日（土)  「老人の日」（老人週間 15 日～ 21 日）

17日（月) 社会福祉施設訪問事業 会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）油山緑寿園

中旬 社会福祉施設訪問事業 会 長・ 副 会 長・
女性部会員等 特養）飛鳥

20日（木) 全国一斉「社会奉仕の日」会  員 各校区

21日（金) シニア教養講座
（写真教室①） 高齢者（一般公募）城南区役所小会議室

実施日 行　　　事 対　象　者 会　　場

10

2日（火）

第 7 回運営委員会・
校区女性部長会

運営委員・
校区女性部長 城南区役所小会議室

ソフトダーツ講習会 運営委員・女性部長・
競技役員 城南区役所小会議室

4日（木）

グラウンド・ゴルフ
大会（予備日 9 日） 校区推薦代表 西南杜の湖畔公園

市）高齢者ゲートボール
     大会（予備日 6 日） 区代表チーム 山王公園

10日（水）

～

16日（火）
市）高齢者美術展 高齢者

（一般公募） 福岡アジア美術館

12日（金）シニア教養講座
（写真教室②） 高齢者 撮影会

（福岡市植物園）

15日（月）広報部会 広報部会員・庶務 城南区役所小会議室

19日（金）シニア教養講座
（写真教室③） 高齢者 城南区役所大会議室

30日（火）市）高齢者グラウンド・ゴルフ   
大会（予備日31日） 区代表 舞鶴公園

11

2日（金）
第 8 回運営委員会 運営委員 城南保健所会議室１

単位クラブ女性部長研修会 女性部長 城南保健所講堂

2日（金）

～
6日（火）

ねんりんピック富山 富山県

15日（木）シルバーバスハイク 高齢者
（一般公募） 行先　下関市

22日（木）ソフトダーツ大会 高齢者 城南体育館　

12

3日（月）第 9 回運営委員会 運営委員 城南区役所小会議室

11日（火）シニアスポーツ交流会 高齢者 城南体育館

12日（水）市）女性部会研修会 区部会員・
推進員

市民福祉プラザ
402・ホール

1

1日（火）広報紙「ふれあい」
第 67 号発行 会員等

8日（火）第 10 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

23日（水）市）老人クラブリーダー
     養成研修会 区推薦会員 市民福祉プラザ 601

21日（月）

～

25日（金）
文化作品展 高齢者

（一般公募） 城南区役所１階ロビー

2
1日（金）市）高齢者

　 ソフトダーツ大会 区代表 九電記念体育館

5日（火）第 11 回運営委員会 運営委員 城南区役所大会議室

3 4日（月）
第 12 回運営委員会 運営委員 城南保健所会議室 4

友愛訪問説明会 友愛訪問班長等 城南保健所講堂

城南区シニアクラブ連合会   行 事 予 定 表平成 30 年度

◎　運営委員会　10：00～
◎　運営委員会と同時開催の会議、研修会等は概ね13：30～
◎　市民センター、体育館等で実施する事業は事業ごとに事前にご案内します

開始時間について
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

1　全国老人クラブ大会表彰「厚生労働大臣表彰」
　　 （要件：永年先進的な活動を行っている単位クラブ）

部　　　　門 受賞団体名 代表者 校区
 優良老人クラブ表彰
（単位クラブ）

 梅林三丁目千歳会 丸田　正博 七　隈

2　福岡市老人クラブ連合会表彰「会員増強運動特別賞」
　　 （要件：単位老人クラブで会員数が前年度より5名以上増となる団体）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

風　雪　会  武富　孝二 10名増 金　山

樋井川４丁目豊寿クラブ  戸高　輝美 5名増 堤

3　城南区シニアクラブ連合会表彰「会員増強」
　　 （要件：単位老人クラブで会員数が前年度より5名以上増となる団体）

受賞団体名 代表者 会員増数 校区

風　雪　会  武富　孝二 10名増 金　山

樋井川４丁目豊寿クラブ  戸高　輝美 5名増 堤

平成29年度  老人クラブ表彰

■■ 福岡市老人クラブ連合会会長表彰 ■■

受賞者名 役職名

髙橋　雅子 理　事

老人クラブ育成功労者表彰
（福岡市老人クラブ連合会役員）

受賞者名 クラブ名 校　区

河野　恒寛 茶山さくら会 別　府

伊東　正廣 南片江第二長寿会 南片江

老人クラブ育成功労者表彰（単位老人クラブ会長）

受賞クラブ名 代表者名 校　区

みどりの会 辛島　楯臣 七　隈

七隈本町健寿会 松浦　能徳 七　隈

仲の町長寿会 岩見　　聰 南片江

優良老人クラブ表彰（単位老人クラブ）

平成30年度  老人クラブ表彰

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

役　職 校　区 氏　名 役　職 校　区 氏　名

会　長 南片江 山 本　　 嚴

委　員

鳥　飼 諸 岡　 政 義

副会長
田　島 金子琢一郎 城　南 （未　　定）

女性部長（七隈） 門 田　 行 子 七　隈 丸 田　 正 博

庶　務 女性部（堤丘） 安藤カズエ 長　尾 佐 嘉 田　 喬

会　計 堤 本 田　 正 郎 堤　丘 松 吉　 良 典

監　事
別　府 大 野　 晴 信 女性部（鳥飼） 小野やす子

金　山 内 原　　 悟 女性部（別府） 末 岡　 敬 子

平成30年度
城南区シニアクラブ連合会

運  営  委  員

　今年度も委員一丸とな
り、魅力的なクラブづく
りに努めてまいります。

（敬称略）（敬称略）
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

　

1
月
22
日
︵
月
︶～
25
日
︵
木
︶、
区
役
所

1
階
ロ
ビ
ー
に
て
城
南
区
高
齢
者
文
化
作
品

展
を
開
催
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
の
力
作
17
点

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
か
わ
い
ら
し
い
木
目
込
人
形

や
植
物
な
ど
を
優
し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
た
絵

手
紙
、
細
か
な
部
分
ま
で
こ
だ
わ
り
1
つ
１

つ
丁
寧
に
表
現
さ
れ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
な
ど
、

出
品
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
が

展
示
さ
れ
、
足
を
運
ん
だ
方
々
は
1
つ
1
つ

を
じ
っ
く
り
と
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。

　

趣
味
の
作
品
を
創
作
し
発
表
す
る
こ
と
は
、

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
次

回
は
よ
り
多
く
の
方
々
の
出
品
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

「
蝶
蝶
　
枯
葉
」
日
下
　
郁
子

「木目込人形『珠童』」松本　美重子 「絵手紙」髙橋　雅子

高齢者文化作品展

生きがい感じる17点

1 つ 1 つじっくり鑑賞

会
場
の
様
子

助
け
合
い
の
心
で

地
域
の
つ
な
が
り
を

友
愛
訪
問
説
明
会

　

3
月
7
日
︵
水
︶、
区
役
所
3
階
大
会
議

室
に
て
平
成
29
年
度
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

連
合
会
友
愛
訪
問
説
明
会
を
開
催
し
、
60
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
友
愛
訪
問
事
業
に
つ
い
て
の

概
要
説
明
が
あ
り
、
29
年
度
の
実
施
報
告
書

や
30
年
度
の
実
施
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て

説
明
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
や
福
祉
バ
ス
な

ど
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
つ
い
て
の
説

明
や
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
の
事
業
実
績
報
告
や
、
30
年
度
の
交
付
申

請
に
つ
い
て
も
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

友
愛
訪
問
活
動
を
通
し
て
地
域
で
の
助
け

合
い
の
心
を
大

切
に
し
、
住
み

よ
い
地
域
を

作
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今

年
度
も
よ
り

一
層
、
取
り
組

み
に
力
を
入
れ

て
地
域
で
の
つ

な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

☆カウント・アップ☆
順　位 班 氏　　　名 校　区 得　点
優　勝 12 班 小野やす子 鳥　飼 597
準優勝 6 班 原田サツエ 七　隈 494
第 3位 9 班 林田　久利 堤 490

特別賞　今大会の最高齢者は次の方々でした
男　性 小林　　岌 鳥　飼 91 歳
女　性 原田サツエ 七　隈 86 歳

☆アンダー・ザ・ハット☆　※各班優勝者
班 氏　　　名 校　区 班 氏　　　名 校　区

1 班 澤田　良子 金　山 7 班 大塩　行泰 堤
2 班 国分百合子 田　島 8 班 江藤　淳子 別　府
3 班 大川　博子 田　島 9 班 近藤　峰子 南片江
4 班 斉藤　典秀 別　府 10 班 丸田　正博 七　隈
5 班 谷脇　喜理 田　島 11 班 小林保志子 田　島
6 班 大野　晴信 別　府 12 班 久野　雅子 金　山

13 班 原嶋　英男 田　島

城南区高齢者ソフトダーツ大会

小
野
や
す
子
さ
ん

　
　
　

5
9
7
点
で
優
勝

（
鳥
飼
）

　

11
月
22
日
︵
水
︶、
城

南
体
育
館
に
て
高
齢
者
ソ

フ
ト
ダ
ー
ツ
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
回
は
前
回

を
上
回
る
₁
₁
₆
名
の

参
加
が
あ
り
、
ダ
ー
ツ
盤

も
増
や
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
回
も
参
加
者
全
員

に
よ
る
個
人
戦
の
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
、
班
別
の
個

人
戦
で
あ
る
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
の
2
種
目
で

行
わ
れ
、
皆
さ
ん
真
剣
な

　

11
月
16
日
︵
木
︶、
シ
ル

バ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク
を
開
催

し
、
区
内
の
65
歳
以
上
の

高
齢
者
お
よ
び
シ
ニ
ア
連

ス
タ
ッ
フ
計
86
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
行
き
先
は
佐
賀

市
。
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
、

世
界
文
化
遺
産
に
も
認
定

さ
れ
て
い
る
三
重
津
海
軍

所
跡
・
佐
野
常
民
記
念
館

を
見
学
し
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
参
加
者
を
₄

班
に
分
け
て
見
学
を
行
い
、

各
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら

展
示
物
な
ど
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
参

加
し
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に

お
話
を
聞
き
、
幕
末
の
日

本
や
先
人
た
ち
へ
思
い
を

は
せ
て
い
ま
し
た
。

眼
差
し
で
狙
い
を
定
め
、

的
に
向
か
っ
て
矢
を
放
っ

て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
、
カ
ウ
ン

ト
・
ア
ッ
プ
で
は
鳥
飼
校

区
の
小
野
や
す
子
さ
ん
が

₅
₉
₇
点
と
い
う
高
得
点

で
見
事
優
勝
し
た
ほ
か
、

女
性
参
加
者
最
高
齢
の
原

田
サ
ツ
エ
さ
ん
︵
86
︶
が

準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
ア
ン
ダ
ー
・
ザ
・
ハ
ッ

ト
の
各
班
の
優
勝
者
13
名

が
市
大
会
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
は
少
な

い
ス
ペ
ー
ス
で
プ
レ
ー
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
得

点
を
暗
算
す
る
た
め
脳
ト

レ
に
も
な
り
ま
す
。
次
回

も
多
く
の
方
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

幕
末
の
偉
人
た
ち
へ

思
い
を
は
せ
る

平
成
29
年
度
シ
ル
バ
ー
バ
ス
ハ
イ
ク

  ─── 佐野常民記念館と三重津海軍所跡 ───

　佐賀市川副町大字早津江は佐野常民の生誕
地、また、佐賀藩が設置した三重津海軍所も
同地にあった。
　もともと日本赤十字社の設立者である佐野
の記念館が置かれていたが、三重津海軍所が
世界文化遺産に指定されたことにより佐野常

民記念館内に三重津海軍所の展示室も置かれ
ている。
　三重津海軍所は、佐野常民記念館の南側に
広大な遺構が残されており、木製ドックは現
存するが保存のため埋め戻されており、その
上に展示スペースが整備されている。

大会結果（敬称略）

カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ

目指すは高得点

よく狙って！

熱心に見学
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私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

会
員
増
強
の
難
し
さ会

長
　
佐
嘉
田
　
喬
（
83
）

長
尾
校
区
　
長
尾
第
一
朋
友
会

　

単
位
ク
ラ
ブ
の
会
長
を

引
き
受
け
て
一
年
。
老
人
ク

ラ
ブ
に
入
会
し
て
ま
だ
2

年
と
日
が
浅
く
、
経
験
不
足

の
中
で
会
長
と
な
り
ま
し

た
。
校
区
に
あ
っ
た
ク
ラ
ブ

が
1
つ
解
散
し
、
連
合
会
の

会
長
も
回
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
も
減
少
し
、
名
案
は
な

い
か
と
思
案
に
暮
れ
て
い
ま

す
。

　

や
は
り
、
会
員
一
人
ひ
と

り
が
口
コ
ミ
で
歩
い
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
利
点
を
説
き
、

納
得
の
上
で
入
会
し
て
い
た

だ
く
方
法
が
一
番
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

城
南
区
が
、
老
人
ク
ラ
ブ

を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
改
称
し

た
よ
う
に
、
私
は
ク
ラ
ブ
名

「
長
尾
第
一
長
老
会
」
の
長

老
会
に
違
和
感
を
感
じ
て
い

ま
し
た
の
で
、
ま
ず
は
名
称

変
更
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
年
4
月
の
総

会
で
「
長
尾
第
一
朋
友
会
」

に
変
更
す
る
こ
と
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
長
老
会
と
い
う

名
称
が
特
定
の
人
と
し
て
限

定
さ
れ
る
よ
う
な
意
味
に

取
ら
れ
や
す
く
、
私
た
ち
が

現
在
行
っ
て
い
る
活
動
と
は

か
な
り
の
隔
た
り
が
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
も
っ

と
親
し
み
や
す
く
、
誰
で
も

入
会
し
や
す
く
、
会
員
加
入

促
進
に
支
障
が
な
い
よ
う

な
名
称
と
し
て
「
朋
友
会
」

を
選
び
、
決
定
し
ま
し
た
。

朋
友
と
は
ご
存
じ
の
通
り
、

友
人
・
友
だ
ち
・
同
志
・
同

門
等
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
目
的
と

し
て
、
健
康
・
友
愛
・
奉
仕

を
三
大
目
標
と
し
て
掲
げ
て

い
ま
す
。
私
は
さ
ら
に「
和
」

を
も
っ
て
仲
良
く
、
仲
間
づ

く
り
が
で
き
れ
ば
町
の
発
展

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
あ
、
こ
れ
か
ら
は
こ

の
理
想
を
ど
の
よ
う
に
具
体

化
し
て
い
く
か
に
か
か
っ
て

い
ま
す
。

　

皆
様
の
良
い
知
恵
と
方

法
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
ご
教
示

い
た
だ
け
る
と
光
栄
に
存
じ

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ

元
気
の
源
は
老
人
ク
ラ
ブ本

田
　
正
郎
（
80
）

　

定
年
に
な
り
ブ
ラ
ブ
ラ
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
家
内
よ
り

老
人
ク
ラ
ブ
に
入
っ
た
ら
と

言
わ
れ
、
当
然
の
よ
う
に
入

会
し
ま
し
た
。
年
を
取
っ
た

ら
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
毎
月
第
2
金
曜
日

は
近
く
の
瀬
戸
口
公
園
の
清

掃
で
す
。
朝
8
時
、
20
名
く

ら
い
の
私
よ
り
も
年
上
の

方
々
が
、
い
き
い
き
と
熊
手

で
落
ち
葉
を
か
き
集
め
ま

す
。

　

女
性
の
方
も
た
く
さ
ん
参

加
さ
れ
、
あ
る
方
は
集
め
ら

れ
た
落
ち
葉
を
袋
に
入
れ
、

ま
た
あ
る
方
は
草
を
と
っ
た

り
と
、
こ
れ
ま
た
元
気
に
頑

張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
番

若
い
私
は
皆
さ
ん
に
引
っ
張

ら
れ
、
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し

い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
月
・
水
・
金

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の

練
習
で
す
。
こ
れ
も
ほ
と
ん

ど
の
方
が
私
よ
り
年
上
な
の

に
大
変
上
手
で
す
。

　

総
会
や
敬
老
会
も
な
か
な

か
の
盛
り
上
が
り
で
、
4
年

前
に
は
、
な
ん
と
ク
ラ
ブ
創

立
50
周
年
祝
賀
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

私
の
元
気
の
源
は
老
人
ク

ラ
ブ
で
す
。

皆で元気に活動しています（第 50 回東油山老人クラブ総会）
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七
隈
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
紹
介

会
長
　
丸
田
　
正
博
（
73
）

七
隈
校
区
　
七
隈
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

七
隈
・
干
隈
・
梅
林
地
区
の

13
ク
ラ
ブ
で
構
成
し
て
い
ま
す

七
隈
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
約
7
₀
₀
名
の
会
員
を
抱

え
る
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
で
す
。

　

毎
月
の
会
長
会
議
に
お
い
て

校
区
自
治
会
や
他
団
体
、
城
南

区
シ
ニ
ア
連
、
市
老
連
の
動
向

報
告
等
々
、
ま
た
、
校
区
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
お
よ
び
今

後
の
行
事
に
つ
い
て
の
検
討
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特
に
最

近
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
ま
す

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
つ
い
て
、
会

員
の
中
で
実
際
に
電
話
が
か
か

り
、
ど
の
よ
う
な
対
応
で
被
害

に
遭
わ
ず
に
済
ん
だ
か
、
会
長

さ
ん
よ
り
実
例
を
発
表
い
た
だ

き
今
後
の
対
応
に
生
か
し
て
い

く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

七
隈
老
ク
連
の
主
な
年
間
行

事
は
次
の
5
行
事
で
す
。

︵
1
︶ 

9
月
：
力
ラ
オ
ケ
を
楽

　
　
　
　
　

  

し
む
会

︵
2
︶ 
9
月
：
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
　
　

  
ゴ
ル
フ
大
会

︵
3
︶ 

10
月
：
ダ
ー
ツ
大
会

︵
4
︶ 

1
月
：
新
春
三
社
参
り

︵
5
︶ 

3
月
：
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

　
　
　
　
　

  

し
む
会

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
あ
た
た
か

な
₃
月
₄
日
の
日
曜
日
、
町
内

で
「
梅
見
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

福
大
ト
ン
ネ
ル
南
側
広
場
に

テ
ン
ト
を
張
り
、
ぜ
ん
ざ
い
が

振
る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
梅
に
ち

な
ん
で
お
土
産
に
梅
ケ
枝
餅
が

配
ら
れ
、
素
敵
な
ピ
ン
ク
の
枝

垂
れ
梅
を
眺
め
な
が
ら
の
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
入
り

口
付
近
で
は
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

の
販
売
も
行
わ
れ
、
₁
₅
₀

名
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

※梅の花の七つの雌しべは、
梅林１丁目から梅林７丁目が１
つだとして表現されています。

吉田由良氏デザインの
シンボルマーク

福大トンネル近くに植樹された枝垂れ梅
今年も素敵な花を咲かせました

　
「
地
名
は
梅
林
な
の
に
梅
の

木
が
少
な
い
ね
」
と
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を
す
る
仲
間
の
声
か

ら
「
梅
香
る
町
梅
林
推
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
立
ち
上
げ
ら

れ
、
当
初
、
梅
林
東
町
町
内
で

ス
タ
ー
ト
し
た
運
動
が
徐
々

に
広
が
り
を
見
せ
、
梅

林
全
体
に
輪
が
広
が

り
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
や
企
業
の
協
力
で

₂
₀
₁
₆
年
に
福
大
ト

ン
ネ
ル
出
口
・
ス
ポ
ー

ツ
ホ
リ
デ
ー
前
に
枝
垂

れ
梅
₈
本
を
植
樹
し
、

₂
₀
₁
₇
年
末
ま
で
に

梅
林
中
学
校
の
生
徒
た

ち
も
活
動
に
参
加
し
て

計
34
本
が
植
え
ら
れ
ま

し
た
。
今
年
は
10
本
の

枝
垂
れ
梅
を
植
樹
す
る

　

行
事
の
概
要
を
簡
単
に
説
明

し
ま
す
と
、
カ
ラ
オ
ケ
を
楽
し

む
会
は
年
に
2
回
実
施
し
て
お

り
、
毎
回
そ
れ
ぞ
れ
単
位
ク
ラ

ブ
代
表
の
30
名
の
方
々
が
ス

テ
ー
ジ
に
立
た
れ
、
気
持
ち
よ

く
持
ち
歌
を
熱
唱
さ
れ
ま
す
。

出
演
者
に
は
食
事
券
や
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
カ
ー
ド
、
観
客
に
も
弁

当
付
き
で
毎
回
₁
₁
₀
名
程

の
規
模
で
盛
大
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
特
筆
す
べ
き
は
、
会
を

重
ね
る
ご
と
に
10
名
程
が
初
め

て
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
れ
る
新
人

さ
ん
方
で
、
広
が
り
を
見
せ

す
っ
か
り
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

　

な
に
し
ろ
、
カ
ラ
オ
ケ
機
材

一
式
は
干
隈
福
寿
会
会
長
所
有

の
特
別
な
も
の
で
、
街
の
カ
ラ

オ
ケ
ス
タ
ジ
オ
の
一
室
が
公
民

館
に
移
っ
て
き
た
の
と
同
じ
で

曲
目
数
、
音
響
と
も
本
格
的
で

す
。

梅見会
松本　美重子（75）

七 隈 校 区 　 梅 林 東 町 ・ 福 寿 会

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
雑
草
で
人
一
人
が

や
っ
と
通
れ
る
場
所
を
、
国
土

交
通
省
や
福
岡
市
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
得
て
、
枝
垂
れ
梅
が

植
樹
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
は
住
民

の
心
を
束
ね
る
シ
ン
ボ
ル
と
な

る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
吉
田
由
良
氏
が
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
、
梅
の
花
の
7
つ
の
雌
し
べ

は
、
梅
林
1
丁
目
か
ら
梅
林
7

丁
目
が
一
つ
だ
と
表
現
さ
れ
て

い
ま
す
。
花
が
終
わ
っ
て
か
ら

3
月
25
日
と
₄
月
₉
日
に
花
畑

園
芸
公
園
の
方
の
指
導
で
、
ま

た
来
年
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
花

を
咲
か
せ
て
く
れ
る
か
、
そ
の

ピ
ン
ク
の
枝
振
り
を
思
い
描
き

な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
方
々

と
剪
定
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
み
良
い
梅
林
、
梅
香
る
町

の
住
人
の
一
人
と
し
て
こ
れ
か

ら
も
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

短
歌
を
一
首

一い
ち
ぼ
く木
の
枝
垂
れ
梅
か
ら
広
が
る
輪

 

わ
が
梅
林
梅
香
る
町
へ

問題から消えた計算記号（+、－、×、÷）を推測して、
計算式が成立するように空欄に計算記号を入れて答えを導く脳トレです。

① 4◯ 3＝ 12　　　　　　② 45◯ 5＝ 9
③ 4◯ 1◯ 5＝ 10　　　　④ 8◯ 2◯ 3＝ 48
⑤ 9◯ 3◯ 6＝ 12

虫食い計算に挑戦！
お互いに問題
を出し合う
などして
楽しく脳トレ
しましょう！

正解は 11ページ



（9） 第 6 6 号  ふ れ あ い

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

　

昭
和
14
年
春
、
姪
浜
尋
常
高

等
小
学
校
に
入
学
。
生
徒
数
は

₃
千
人
で
し
た
。₂
年
生
に
な
っ

た
時
、
担
任
の
吉
村
謙
吉
先
生

︵
ご
存
命
な
ら
₁
₃
₀
歳
︶
が
、

煙
草
を
や
め
て
積
み
立
て
た
金

で
同
僚
と
富
士
山
に
登
っ
た
話

を
さ
れ
ま
し
た
。
目
を
輝
か
せ
、

夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
聞
き
入
り

ま
し
た
。
特
に
六
根
清
浄
お
山

の
晴
天
を
称
え
て
登
る
話
は
、

幼
心
に
残
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

大
人
に
な
っ
た
ら
絶
対
登
ろ
う

と
決
め
ま
し
た
。し
か
し
、修
学
、

就
職
、
結
婚
、
子
育
て
と
生
活

に
追
わ
れ
、
す
っ
か
り
忘
れ
て

い
ま
し
た
。

　

還
暦
を
迎
え
、
思
い
出
し
、

ツ
ア
ー
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

そ
の
昔
、
富
士
登
山
は
修
験
道

山
岳
信
仰
の
最
た
る
極
み
で
、

現
在
の
よ
う
に
観
光
目
的
の
山

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
説

明
会
で
は
、
体
調
に
は
十
分
気

を
つ
け
る
よ
う
に
、
し
か
し
登

る
の
は
き
つ
い
、
苦
し
い
な
ど

は
教
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

静
岡
ま
で
列
車
。
そ
こ
か
ら

富
士
急
行
バ
ス
で
₅
合
目
ま
で
。

こ
こ
か
ら
₈
合
目
ま
で
歩
き
通

忘
れ
が
た
き
富
士
山

田
島
華
の
会

 

相
談
役　
大
神　
裕
太
（
86
）

し
、
山
小
屋
太
子
館
に
着
い
た

時
は
へ
と
へ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
が
も
っ
と
大
変
。
次

か
ら
次
へ
と
人
が
来
る
。
騒
が

し
く
、
ひ
と
眠
り
な
ど
で
き
な

い
し
、
で
き
る
だ
け
大
勢
の
人

を
詰
め
込
む
の
で
、
寝
床
で
は

頭
の
両
横
に
は
人
の
足
が
あ
り
、

寝
返
り
も
で
き
ま
せ
ん
。
午
前

₃
時
ご
ろ
か
ら
山
頂
を
目
指
し
、

大
小
岩
だ
ら
け
の
間
を
縫
う
よ

う
に
行
き
ま
す
。

　

気
圧
が
低
い
中
、
重
り
を
つ

け
た
よ
う
な
足
を
持
ち
上
げ
て

一
歩
一
歩
上
へ
。
こ
の
頃
が
一

番
き
つ
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

真
っ
暗
な
の
で
、
懐
中
電
灯
で

照
ら
し
な
が
ら
登
り
ま
す
。
ゴ

ミ
や
酸
素
ボ
ン
ベ
が
捨
て
ら
れ

た
ま
ま
。
外
国
の
方
に
は
見
ら

れ
た
く
な
い
気
が
し
ま
し
た
。

若
者
が
倒
れ
て
い
た
の
で
声
を

か
け
た
ら
、
落
ち
着
い
た
ら
下

山
す
る
と
言
っ
た
け
ど
、
そ
こ

は
頂
上
が
見
え
る
所
で
し
た
。

あ
と
一
息
頑
張
れ
ば
登
れ
た
の

に
。

　

山
の
気
象
は
気
ま
ぐ
れ
で
、

突
然
霧
で
自
分
の
足
が
見
え
な

く
な
っ
た
り
、
粉
雪
が
舞
っ
た

り
し
ま
す
。
い
つ
だ
っ
た
か
、

御
岳
山
で
遭
難
さ
れ
た
こ
と
も

あ
る
よ
う
に
、
気
を
許
せ
ま
せ

ん
。
測
候
所
よ
り
や
や
低
い
所

に
、
開
け
た
広
場
が
あ
り
、
浅

間
神
社
の
境
内
で
日
の
出
を

待
ち
ま
し
た
。
狭
い
広
場
に

3
0
0
人
く
ら
い
が
、
あ
ち
こ

ち
で
人
さ
が
し
。
一
緒
に
登
っ

た
人
が
は
ぐ
れ
た
の
で
、
責
任

者
が
見
つ
け
て
連
れ
て
く
る
と

言
っ
て
残
ら
れ
ま
し
た
。
知
ら

ぬ
人
が
「
今
回
で
₃
回
目
。
前

の
₂
回
は
御
来
光
は
見
れ
な

か
っ
た
が
、
今
日
は
見
ら
れ
そ

う
だ
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
が
、

い
つ
で
も
見
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
買
っ
た
ば
か
り
の
帽

子
を
飛
ば
さ
れ
、
失
く
し
た
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
風
は
下

か
ら
吹
き
上
が
る
こ
と
を
初
め

て
知
り
ま
し
た
。上
で
は
脱
ぐ
か
、

あ
ご
紐
つ
き
の
も
の
を
か
ぶ
る

か
で
す
。
写
真
も
何
枚
か
写
し

た
け
れ
ど
、今
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

帰
り
は
す
ば
し
り
を
駆
け
下
り
、

登
り
は
₄
時
間
以
上
か
か
っ
た

の
が
、
₅
合
目
ま
で
1
時
間
で
着

け
ま
し
た
。
車
窓
よ
り
、
朝あ
さ
ぎ
り霧
高

原
で
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
群

落
。
高
原
全
部
が
黄
色
に
染
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
河
口
湖
の
周
囲

は
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
び
、
遊
覧

船
ば
か
り
。
山
梨
県
の
石い
さ
わ和
温

泉
で
汗
を
流
し
、
着
替
え
て
帰
っ

て
き
ま
し
た
。

　

先
生
と
出
会
わ
な
か
っ
た
ら
、

多
分
富
士
山
に
登
る
こ
と
は
な

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
苦

し
さ
に
耐
え
、
希
望
を
持
ち
、

登
り
き
っ
た
達
成
感
。
体
力
が

あ
る
な
ら
ば
ま
た
登
り
た
い
。

人
を
近
づ
け
る
何
か
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
富
士
は
日
本
一
の

山
で
し
た
。

　

次
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
は
区
大
会
を
前
に
校
区

の
代
表
決
め
も
兼
ね
て
お
り

ま
す
の
で
、
参
加
者
は
70
名

前
後
で
真
剣
な
中
に
も
楽
し

み
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い
ま

す
。
大
会
以
外
に
も
七
隈
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会
︵
会

員
61
名
︶
は
、
日
曜
を
除
き
、

毎
日
午
前
中
に
「
先
輩
を
敬
っ

て
会
員
相
互
の
公
平
を
第
一

義
と
す
る
」
理
念
の
も
と
練

習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

次
に
、
校
区
ダ
ー
ツ
大
会

も
約
50
名
程
の
参
加
の
も
と

実
施
し
て
い
ま
す
。
ダ
ー
ツ

の
場
合
、
経
験
者
と
未
経
験

者
に
は
相
当
差
が
あ
り
、
区

大
会
代
表
に
は
経
験
者
が
大

半
を
占
め
ま
す
が
、
月
に
2

回
の
ダ
ー
ツ
練
習
日
に
は
参

加
者
全
員
が
次
の
大
会
を
目

指
し
て
真
剣
に
練
習
中
で
す
。

　

行
事
の
最
後
は
新
春
三
社

参
り
で
す
。
例
年
₁
₆
₀
名

程
度
の
参
加
者
が
福
祉
バ
ス

₄
台
で
、
筥
崎
～
宮
地
嶽
～

宗
像
、
次
の
年
は
筥
崎
～
宇

美
～
太
宰
府
と
、
ル
ー
ト
を

変
え
て
お
参
り
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
初
詣
、
特
に
太
宰

府
は
外
国
人
観
光
客
が
多
く

な
り
、
バ
ス
の
駐
車
が
年
々

厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

合
同
行
事
と
し
て
は
以
上

を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
単

位
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
も
趣
向

を
凝
ら
し
た
行
事
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

こ
数
年
、
全
国
的
に
も
地
域

に
お
い
て
も
会
員
の
減
少
に

は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
り
ま

す
が
、
一
方
で
多
く
は
な
い

も
の
の
増
加
さ
せ
て
い
る
ク

ラ
ブ
も
あ
る
の
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
の
盛
衰
を
環
境
や

時
代
の
せ
い
ば
か
り
に
す
る

の
で
は
な
く
、
一
歩
立
ち
止

ま
り
真
の
原
因
を
突
き
止
め
、

そ
の
こ
と
に
対
応
が
で
き
て

い
る
の
か
を
真
剣
に
考
え
、

行
動
に
移
さ
な
け
れ
ば
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は

難
し
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

で
き
な
い
、
増
え
な
い
理
由

を
い
く
ら
熱
く
語
っ
て
も
先

に
は
進
み
ま
せ
ん
。
一
歩
踏

み
込
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　

ク
ラ
ブ
の
動
き
、
会
員
数

の
動
向
等
は
、
良
く
も
悪
く

も
お
世
話
す
る
役
員
の
動
き

を
映
す
鏡
で
あ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。



（10）第 6 6 号  ふ れ あ い

田
島
５
丁
目
１
区
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

健
康
で
楽
し
い
明
る
い
町
づ
く
り
を
考
え
た
い

 

第
4
桜
会
（
田
島
５
丁
目
１
区
町
内
会
）　
会
長 　
野
崎　
賢
治
（
75
）

　

私
が
現
在
の
住
居
に
移
り
住

ん
だ
の
は
、
₁
₉
₈
₀
年
︵
昭

和
55
年
︶
の
₆
月
頃
で
し
た
。

　

当
時
は
、
す
ぐ
横
が
田
ん
ぼ
で

ま
た
通
り
を
隔
て
て
は
梅
林
が
あ

り
、
本
当
に
の
ど
か
な
と
こ
ろ
で

し
た
。
時
折
風
が
吹
く
と
梅
の
実

の
香
り
が
漂
い
、
ま
た
雨
が
降
り

そ
う
な
時
に
は
蛙
の
鳴
き
声
が
聞

こ
え
る
、
そ
ん
な
風
情
の
あ
る
清

閑
な
町
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
風
情
あ
る
町
も
、

年
数
を
重
ね
る
ご
と
に
様
変
わ

り
し
、
今
で
は
ビ
ル
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
車
の
往
来
も
激

し
く
な
っ
て
、
横
に
あ
っ
た
田
ん

ぼ
に
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
₅
丁
目

店
が
出
店
し
、
一
日
中
に
ぎ
わ
い
、

　

若
い
時
に
は
元
気
な
方
も
年

齢
を
重
ね
て
い
き
ま
す
と
、
周

り
か
ら
見
て
も
衰
え
て
い
き
ま

す
。

　

戦
後
の
厳
し
い
時
代
に
私

を
育
て
て
く
れ
た
義
母
も
そ

う
で
し
た
。
食
材
が
少
な
く
て

も
、
よ
く
工
夫
し
て
い
ま
し
た

し
、
編
み
物
も
上
手
で
し
た
が
、

嫁
さ
ん
が
食
事
作
り
が
上
手
に

な
っ
て
い
く
と
、
そ
れ
を
し
な

く
て
よ
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

編
み
物
の
仲
間
が
₁
人
、
₂
人

と
抜
け
て
い
き
、
編
み
物
を
し

な
く
な
り
、
テ
レ
ビ
を
見
る
こ

と
が
仕
事
と
な
り
、
体
を
動
か

す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
で

し
ょ
う
か
、
自
分
の
手
で
食
事
を

取
る
こ
と
に
も
不
自
由
す
る
状

況
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ

の
状
況
を
時
に
見
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
妻
に
心
配
な
点
も
出

て
き
ま
し
た
の
で
、
退
職
後
、
福

岡
市
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

へ
通
い
、
広
く
浅
く
で
す
が
、
勉

強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
食
事
を
自
分
で

取
れ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
左

右
の
手
が
う
ま
く
動
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
両
手
と
も
に
う
ま

く
動
く
よ
う
に
保
つ
に
は
、
両

手
を
動
か
す
運
動
を
行
う
よ
う

に
し
、
続
け
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

時
々
義
母
を
訪
ね
、
セ
ン

タ
ー
で
習
っ
た
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

を
使
っ
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
、
手
の

指
、
手
の
平
か
ら
肘
に
か
け
て

し
て
あ
げ
る
と
、
香
り
が
良
い

の
で
、
手
の
平
を
開
い
た
り
閉

じ
た
り
し
な
が
ら
笑
顔
で
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
が
、
た
ま
の
マ
ッ

サ
ー
ジ
で
は
、
効
果
は
小
さ
か
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
両
手
を
使
う
お
手

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ふ
れ
あ
い
　
投
稿
文
掲
載

玉
と
折
り
紙
を
会
で
行
う
こ
と

を
考
え
た
の
で
す
が
、
男
性
で

あ
る
私
の
得
意
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
、
市
政
だ
よ
り
か
何

か
で
、
お
手
玉
と
折
り
紙
の
講

習
の
受
講
者
募
集
が
あ
り
、
折

り
紙
の
方
に
応
募
し
ま
し
た
が

落
選
し
ま
し
た
。
折
り
紙
の
本

は
本
屋
さ
ん
に
た
く
さ
ん
並
ん

で
お
り
、
ま
ず
₁
冊
を
手
に
入

れ
ま
し
た
。

　

前
会
長
や
近
所
の
女
性
会
員

ら
に
話
し
て
発
起
人
に
な
っ
て

も
ら
い
、
町
内
会
長
か
ら
集
会

所
の
使
用
許
可
を
得
、
お
手
玉

を
た
く
さ
ん
作
っ
て
く
れ
た
女

性
の
協
力
、
折
り
紙
の
本
を
持
っ

都
会
的
な
雰
囲
気

を
醸
し
出
し
て
き

ま
し
た
。

　

町
の
様
子
は
い

ろ
い
ろ
と
変
わ
っ

て
も
、
₅
丁
目
₁

区
に
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
に

は
、
多
少
の
移
動
は
あ
っ
て
も
永

い
間
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々
の

多
い
地
区
で
す
。
今
や
少
子
高

齢
時
代
、
わ
が
町
も
類
に
お
よ

ん
で
、
町
内
の
お
世
話
を
し
て
い

た
だ
く
方
々
が
い
な
く
な
っ
て

い
る
状
況
で
す
。

　

私
も
こ
の
田
島
₅
丁
目
1
区

に
移
り
住
ん
で
今
年
で
38
年
が

過
ぎ
、
今
ま
で
町
内
の
行
事
に

は
見
向
き
も
せ
ず
に
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
た
び

北
川
喜
久
也
会
長
が
体
調
を
崩

し
、
年
齢
的
に
も
継
続
が
困
難

と
い
う
こ
と
で
、
私
の
方
へ
白
羽

の
矢
が
立
ち
ま
し
た
。
ま
た
北

川
前
会
長
は
第
₄
桜
会
の
会
長

も
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の

役
も
引
き
受
け
て
く
れ
る
よ
う

に
と
の
こ
と
で
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。
今
ま
で
見
向
き
も
し
な

か
っ
た
こ
と
へ
の
罪
滅
ぼ
し
と
、

年
齢
も
75
歳
を
過
ぎ
ま
し
た
の

で
、
話
の
あ
る
う
ち
に
何
か
世
の

た
め
人
の
た
め
に
、
自
分
の
や

れ
る
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
と

決
断
し
、
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。 

　

私
が
ど
こ
ま
で
や
れ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
が
、
₅
丁
目
₁
区

に
お
住
ま
い
の
皆
様
方
と
語
ら

い
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
「
こ
の
町

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」
と
言

え
る
よ
う
、
健
康
で
楽
し
い
町

づ
く
り
に
努
力
す
る
所
存
で
い

ま
す
。
何
卒
ご
協
力
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

七隈校区　西梅林福寿会
 会長　米村　信幸（81）

お手玉、折り紙に挑戦

て
い
て
、
折
り
紙
を
色
々
と
や
っ

た
経
験
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
高
齢
者
祝
賀
会
時
の
箸
置

き
、縁
起
か
つ
ぎ
の
折
り
鶴
、
亀
、

紙
飛
行
機
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、
大
人
の
塗
り
絵
、

コ
ー
ラ
ス
な
ど
、
お
手
玉
や
折

り
紙
か
ら
は
み
出
し
た
活
動
も

行
う
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
な
お
、
お
手
玉
は
私
も
、

₂
つ
の
玉
を
持
っ
て
で
す
が
、

右
手
、
左
手
と
も
に
50
回
は
何

と
か
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

生
涯
を
通
じ
て
、
食
事
は
自

分
の
手
で
食
べ
ら
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
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趣
味
に
つ
い
て

南
片
江
第
一長
寿
会

 
会
長
（
城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
）
山
本　
嚴
（
77
）

　

私
の
趣
味
は
山
登
り
で
し

た
。
で
も
久
住
や
宝
満
山
な
ど

の
近
い
山
が
多
く
、
年
に
１

度
か
2
度
本
州
の
山
、(
あ
ま

り
高
く
な
い
山)

に
登
り
ま
し

た
。

　

他
に
私
の
趣
味
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
、
お
お
む
ね
中
途
半
端
で

お
わ
り
で
し
た
が
、
今
も
続
け

て
い
る
の
も
あ
り
ま
す
。

・
62
歳
の
時

　

2
級
建
築
士
を
目
指
し
、
独

学
で
受
験
し
ま
し
た
。
学
科
は

１
回
で
通
り
ま
し
た
が
、
実
技

は
₃
回
受
け
て
滑
り
、
あ
き
ら

め
ま
し
た
。
し
か
し
今
住
ん
で

い
る
家
は
自
分
で
設
計
し
た
も

の
で
、
建
築
士
に
見
て
も
ら
っ

て
設
計
通
り
に
建
て
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

・
64
歳
の
時

　

水
彩
画
と
習
字
を
習
お
う
と

用
具
を
そ
ろ
え
て
始
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
ま
だ
仕
事
中
で

思
う
よ
う
に
教
室
に
通
え
ず
、

す
ぐ
に
あ
き
ら
め
ま
し
た
。

・
66
歳
の
時

　

新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で

仏
像
彫
刻
を
知
り
、
す
ぐ
に
入

会
し
ま
し
た
。
最
初
は
レ
リ
ー

フ
か
ら
、
お
地
蔵
さ
ま
、
仏
像

の
顔
、
頭
部
、
そ
れ
か
ら
全
体

像
、
観
音
様
ま
で
₅
年
か
か
り

ま
し
た
。
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
は

69
歳
で
入
会
し
ま
し
た
が
、
１

年
後
に
校
区
、
₃
年
後
に
は
区

の
会
長
と
な
り
、
忙
し
く
な
っ

た
の
で
彫
刻
は
休
会
し
ま
し

た
。
好
き
な
山
登
り
も
や
め
、

仕
事
も
や
め
ま
し
た
。

・
現
在
は
…

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ(

月
₄
回)
と

ダ
ー
ツ(

月
₂
回) 

、卓
球(
週

₂
～
₃
回) 

、
ギ
タ
ー(

週
2

回) 

、
男
性
コ
ー
ラ
ス(

月
₁

回)

、
読
書(

毎
日
就
寝
前
30

分)

、
よ
か
ト
レ(

週
₁
回)

、

仏
像
彫
刻
︵
₅
月
か
ら
月
₁

回
︶、
そ
し
て
少
し
花
作
り
。

　

少
し
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
趣
味
一
番
で
、と
き
に
は
区
・

市
老
連
に
は
ご
迷
惑
を
か
け
て

お
り
ま
す
が
、
会
長
の
仕
事
は

お
お
む
ね
で
き
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
や
っ
ぱ

り
趣
味
が
一
番
。

自
由
趣
味
ん
党
会
員 

山
本　

嚴

　

免
許
証
取
得
後
62
年
を
経
過

し
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
増
加

の
中
、
家
族
の
す
す
め
や
自
己
反

省
の
中
で
注
意
力
低
下
は
否
め

ま
せ
ん
。
万
が
一
の
事
を
想
像
す

る
だ
け
で
「
ゾ
ー
ッ
」
と
し
ま
す
。

よ
し
、
こ
こ
で
一
大
決
心
の
返
納

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
大
事

な
家
族
や
人
様
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
な
い
と
思
え
ば
利
便

性
以
上
の
価
値
あ
る
卒
業
で
、
む

し
ろ
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
の
車
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
、
昭
和
30
年
当
時
、
バ
イ
ク

₁
₂
₅
Ｃ
Ｃ
を
申
請
書
の
み

で
取
得
し
ま
し
た
。
懐
か
し
の

ホ
ン
ダ
カ
ブ
号
の
普
及
が
あ
り
、

こ
れ
も
申
請
書
の
み
で
乗
る
こ

と
が
で
き
た
時
代
で
す
。

　

昭
和
32
年
に
は
小
型
四
輪
車
へ

の
挑
戦
で
す
。
申
請
料
₃
₆
₀

円
程
度
で
す
が
、
試
験
場
で
の

コ
ー
ス
と
路
上
テ
ス
ト
、
そ
の
前

に
道
交
法
の
学
科
で
し
た
。
私
は

会
社
の
₄
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
で
の
一
般

道
路
訓
練
、
お
よ
び
試
験
場
コ
ー

ス
を
1
時
間
程
度
の
練
習
で
合

格
。
数
年
後
に
は
小
型
か
ら
普
通

車
へ
と
自
動
改
正
、
₁
～
₂
種
な

ど
と
変
遷
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
、
私
は
人
生
の
転

機
を
迎
え
、
福
岡
市
へ
移
り
ま

し
た
。
九
州
の
国
県
道
の
ほ
と

ん
ど
が
い
ま
だ
砂
利
道
の
頃
で

す
。
小
林
市
よ
り
福
岡
市
鳥
飼

ま
で
の
交
通
信
号
機
は
10
数
カ

所
で
、
走
る
車
も
少
な
く
事
故

も
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

最
後
に
失
敗
談
を
少
々
。
若

い
頃
は
、
他
損
事
故
は
「
０
」

で
、
ス
ピ
ー
ド
、
駐
車
違
反
₅
～

₆
回
等
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

35
年
間
、
無
事
故
、
無
違
反
を

続
け
ら
れ
た
こ
と
に
「
自
分
賞
」

を
贈
り
、
今
後

の
平
穏
を
願
っ

て
返
納
の
決
断

と
し
ま
し
た
。

文
芸

俳　

句

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
75
）

竹
を
梳
く
日
ざ
し
の
間
に
間
に
猫
戯
む

　
堤
地
区
　
よ
つ
ば
会 
入
江
　
京
子（
75
）

き
ら
き
ら
と
水
面
ひ
か
り
て
風
薫
る

川　

柳

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
75
）

ミ
ス
マ
ッ
チ
パ
ソ
コ
ン
使
え
ば
木
瓜
に
呆
け

　
堤
地
区
　
よ
つ
ば
会 

入
江
　
京
子（
75
）

ど
う
転
ぶ
妻
の
た
づ
な
は
強
く
引
け

短　

歌

　

こ
の
た
び
は
「
ふ
れ
あ
い
」

の
発
行
に
あ
た
り
ま
し
て
広
告

の
掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か
で
幸

せ
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

願
っ
て
発
行
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご
厚

誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
お
礼

編
集
後
記

　

山
笠
が
始
ま
る
と
本
格
的
な

夏
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
ど
ん
な
夏
に
な
る
で
し
ょ

う
か
。
会
員
の
皆
様
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
城
南
区

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
「
ふ
れ

あ
い
」
第
66
号
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

　

今
年
も
広
報
部
員
は
皆
張
り

切
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
皆
様

へ
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
も
会
員
の
皆
様
か
ら
多

数
の
ご
投
稿
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
特
に
文
芸
作
品
︵
短

歌
、
俳
句
、
川
柳
な
ど
︶
の
ご

投
稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
広
報
紙
を
通
じ

て
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
様
々
な

取
り
組
み
や
、
楽
し
み
を
読
者

の
方
々
に
お
伝
え
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

城
南
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

 

広
報
部
一
同

 第６桜会　金子　琢一郎（84）

自動車
運転免許証の返納

【
虫
食
い
計
算
】
答
え

①
 ×
　
②
 ÷
　
③
 +
　
+
　
④
 ×
　
×
　
⑤
 －
　
＋

　
堤
地
区
　
東
油
山
老
人
ク
ラ
ブ 

石
井
　
和
子（
75
）

林
立
す
ビ
ル
の
谷
間
を
ゆ
う
ゆ
う
と

　
　
子
の
待
つ
ね
ぐ
ら
日
は
傾
き
て

　
堤
地
区
　
よ
つ
ば
会 

入
江
　
京
子（
75
）

立
ち
観
る
も
座
し
て
な
お
よ
し
桜
か
な

　
　
ち
る
花
杯
に
か
わ
す
酒
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「城南区シニアクラブ連合会 ふれあい」は、地域のスポンサー各位のご協力により発行されています

私たちは城南区シニアクラブ連合会を応援しています

お宝釣りゲーム

ボール運び

　

12
月
8
日
︵
金
︶、
城
南
体
育

館
に
て
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
95

名
が
8
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
参

加
し
、
輪
投
げ
、
ボ
ー
ル
入
れ
、

ス
プ
ー
ン
競
走
、ド
リ
ブ
ル
競
走
、

お
宝
釣
り
ゲ
ー
ム
の
5
種
目
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

　

個
人
競
技
だ
け
で
な
く
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
求
め
ら
れ
る
競
技
も
あ

り
、
皆
さ
ん
一
致
団
結
し
て
プ

レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
声
を
出

し
て
応
援
し
た
り
、
仲
間
の
プ

レ
ー
に
拍
手
を
送
っ
た
り
な
ど
、

大
会
を
通
し
て
会
員
相
互
の
絆
も

よ
り
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
心
も

体
も
ぽ
か
ぽ
か
に
な
る
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

準備体操

輪投げ

ボール入れ

交
流
で
心
身
と
も
に

　
　
　

ぽ
か
ぽ
か
に

スプーン競走

力強く思いっきり

うまく釣れるかな

落とさないよう慎重に

けが防止のウォーミングアップ

シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会


